
 

 

平成２９年度  全国学力 ・学習状況調査及び佐賀県学習状況調査

の結果の公表にあたって  

 

                             武雄市教育委員会  

 

 武雄市は平成 24 年度から学校ごとに公表した学習状況調査の結
果をまとめて、市のホームページに公表してきました。  

 今 年度 も保護者 ・地域住民の皆様に学校の現状と取組 、武雄市
の取組がわかっていただけるように公表を行います。  

 

 教 育は、「知 ・徳 ・体のバランスのより高い調和 」を目指しており、今
回公表した学力調査結果はその一部です。また、日々成長している
子どもたちの現時点での一面であり、今後の取組の資料 とするもの
です。この結果を受け指導方法の新たな検討 、校 内研修の活性化
等に取り組みます。  

 

 保 護 者 ・市民のみなさまに学習状況 ・意識調査 （家庭や地域での
学習や生活状況 ）の結果をお知らせすることにより､学校教育への関
心を高め、市民総ぐるみで教育を考えていただく機会にしたいと思い
ます。  

 



 

 

 

 児童 、生徒の学力の向上には学校と家庭や地域との連携が必要

です。今回学習状況 ・意識調査を合わせて公表することで連携体制

をより強 くしていきたいと思っております。  

  

  公表は、小学 ６年生、中学 3 年生は全国学力 ・学習状況調査、
それ以外は佐賀県学習状況調査の結果です。  

 全国学力 ・学習状況調査は国語、算数共に A 問題、B 問題という
２種類の調査で成り立っています。おおむね A 問題は「知識 」に関す
る問題、B 問題は「活用 」に関する問題です。  

 

 

  

 各 学校のホームページには学校ごとの分析と改善に向けた具体的
な取組を掲載しておりますので、あわせてご覧 ください。   

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武雄市  小学校全体  

 

 

 

 

 

実態分析と改善に向けた
具体的な取組



 

平成２９年度  全国学力 ・学習状況調査、佐賀県学習状況調査  

結果を受けた取組について  

 

【武雄市小学校 】  

１ 児童の実態  

（１）  学習状況調査結果の推移と正答数分布グラフ  

学習状況調査結果の推移  

（資料１）  

 

 

 

国語  算数  

5年 時  6年時  5年 時  

 

6年時  

A  B  A  B  

H2 5入学  

現5年  

６０．１    ６５．８    

(０．９８)    （１．０１）    

H2 4入学  

現6年  

６４．７  ７３．０  ５３．０  ６４．７  ７６．０  ４４．０  

（０．９８)  (０．９７)  (０．９５)  (０．９６)  (０．９５)  (１．００)  

H2 9正答率の  

全国比  

（０．９８）  

 

（ ０ ． ９２ ）  

 

 

 

（０．９７）  

 

（０．９６）  

◎5 年時は佐賀県学習状況調査、6 年時は全国学習状況調査の推移。  

◎上段は平均正答率 （％）、下段 (  )は、県平均を 1 としての比較 。  

◎「Ｈ２９正答率の全国比 」は全国平均を１としての比較。 

 



 

  

正答数分布グラフ（横軸 ：正答数、縦軸 ：割合 ）（小 ６国語 A）  

 

 

 

 
文部科学省 全国学力・学習状況調査（小学校）結果より  



 

 

正答数分布グラフ（横軸 ：正答数、縦軸 ：割合 ）（小 ６国語 B）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 全国学力・学習状況調査（小学校）結果より  



文部科学省 全国学力・学習状況調査（小学校）結果より  

 

 

    正答数分布グラフ（横軸 ：正答数 、縦軸 ：割合 ）（小 ６算数 A）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



文部科学省 全国学力・学習状況調査（小学校）結果より  

 

 

正答数分布グラフ（横軸 ：正答数、縦軸 ：割合 ）（小 ６算数 B）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

  （２） 学習状況調査 ・意識調査から読み取れる実態 （小学校 ６年生 ）  

・国語 Ａ，Ｂ、算数Ａにおいて、県平均 、全国平均をわずかに下回る結果  

であった。  

 

・正答数分布グラフからいえることは、国語Ａ，Ｂ、算数Ａ，Ｂともに高得点  

層が県や全国の数値に比べて尐なく、低得点層から中間層までが県や

全国に比べると多いことが言える。特に「活用 」に関するＢ問題で、低得

点層が多い。  

 

・意識調査からいえることは、学校の宿題はほとんどの児童が「している」  

「どちらかといえばしている」と答えている。一方 、「していない」「あまりして  

いない」児童が数パーセント見られる。  

 

・１日のゲームの時間は県平均並みであるが、平日に２時間以上ゲームを  

している割合が尐なくない。  

 

・「授業などで自分の考えをほかの人に説明したり文章に書いたりすること  

は難しい」と答えている児童は、６年生で県平均を上回っている。また「ど

ちらかといえば難しい」と答えている児童を含めると、５０％を超えている。  

 

 



 

 

２ 改善に向けた具体的な取組  

 

【以下の内容について各学校に通知し、共通の取 り組みとしていく】  

 

○学習状況調査結果を受けて  

 

・正答数分布グラフに見られるように、低得点層の底上げが課題である。

調査対象学年だけでなく、全校で基礎学力の定着 、学力向上について  

研修を行い、実践する。  

 

 ・授業の「学び合う」場面において、友達に自分の考えを説明する場面  

を設定していく。その際 、自分の考えをまとめる時間を設定したり話型を  

提示したりして、苦手意識に対する手だてをとる。  

 

 ・授業のまとめ・ふり返りでは、書 く活動を設定し、書 くことに慣れさせる。  

書 くことに苦手意識がある児童には、キーワードや学習用語などをヒント  

として与えて、自分のことばで書き表す活動を取り入れる。  

 

・武雄市では、佐賀県教育委員会より活用力向上研究指定事業に３校  

が指定を受け、研究 、実践に取り組んでいる。３校の研究を市内の小学  

校に広げるために、公開授業への参加を奨励する。  

 



 

・電子黒板やタブレットPCなどの ICT機器を授業に積極的に活用し、児  

童の学習意欲を高める。また、児童の学力向上のための ICT機器の更  

なる有効活用の在り方を探り、実践につなげる。  

 

  

○意識調査の結果を受けて  

  

・９５％以上の児童が宿題によく取 り組むことができている。一方 、  「あま  

りしていない」  「していない」と答えた児童も数％見られる。宿題への取  

組は、家庭でのゲームやテレビ視聴の時間に関係があると考えられる。  

児童の生活習慣等を把握し、家庭と連携を図りながら家庭学習の定着  

を図る。  

 

・学校の授業の予習 ・復習への取組はほぼ県平均並みであるが、復習へ  

の取組が  高 くなっている。本市ではスマイル学習  （武雄式反転学習 ）  

に取り組んでいる。これまでの算数、理科だけでなく、小学校国語科  

でも動画コンテンツ作りを進めており、今後もスマイル学習の実践を続け  

ることにより、予習に 取 り組む意識を高めていく。  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武雄市  中学校全体  

 

 

 

 

実態分析と改善に向けた
具体的な取組



 

 

 

平成２９年度  全国学力 ・学習状況調査、佐賀県学習状況調査  

結果を受けた取組について  

 

【武雄市中学校】  

１ 生徒の実態  

 （１）学習状況調査結果の推移 

 

 

 

国 語 数 学 

1年時 年時 3年時 1年時 2年時 3年時 

A B A B 

H２９入学 

現１年 

６７．２     ６５．３     

(０．９８)    (０．９５)    

H２８入学 

現２年 

６６．５  ５７．７    ６７．３  ４９．８    

(０．９７) (０．９９)   (０．９２) (０．９２)   

H２７入学 

現３年 

７３．８  ６２．７  ７３．０  ６６．０  ６８．６  ５０．５  ５６．０  ４２．０  

(１．０１) (０．９５) (０．９５) (０．９４) (０．９６) (０．９２) (０．９０) (０．９１) 

H２９正答率の全国比 （０．９４） （０．９１）   （０．８７） （０．８７） 

◎１・2 年時は佐賀県学習状況調査、3 年時は全国学習状況調査の推移。  

◎上段は平均正答率 （％）、下段 (  )は県平均を 1 としての比較 。  

◎「Ｈ２９正答率の全国比 」は全国平均を１としての比較。  

 

 



文部科学省 全国学力・学習状況調査（中学校）結果より  

 

正答数分布グラフ（横軸 ：正答数、縦軸 ：割合 ）（中 ３国語 A）  

 

 
 

 

 

 



 

正答数分布グラフ（横軸 ：正答数、縦軸 ：割合 ）（中 ３国語 B）  

 

 

 

文部科学省 全国学力・学習状況調査（中学校）結果より  



文部科学省 全国学力・学習状況調査（中学校）結果より  

 

正答数分布グラフ（横軸 ：正答数、縦軸 ：割合 ）（中 ３数学 A）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

     正答数分布グラフ（横軸 ：正答数 、縦軸 ：割合 ）（中 ３数学 B）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 全国学力・学習状況調査（中学校）結果より  



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）学習状況調査 ・意識調査から読み取れる実態 （中学校 ）  

 

 

・１年生から学年が上がるにつれて、県平均 、全国平均との差が広が  

っている。  

 

・正答数分布図から言えることは、国語 A,B、算数 A, Bにおいて高得点  

層が県の数値、全国の数値より低い。  

 

・実態調査から言えることは、「学校の宿題 」「授業の予習 ・復習 」への  

取組が、１年生から学年が上がるにつれて取り組みの割合が低 くなっ  

ている。  

 

・平日 、１日のゲーム時間は、学年が上がるにつれて長 くなっている。  

２時間以上ゲームをしている割合では３年生が一番高 く、県平均より  

も高い。  

 

・地域の行事参加率は、県平均に比べると１０％以上高 く、地域行事  

に積極的に参加している。  

 

 

 

 

 



 

  ２ 改善に向けた具体的な取組  

  【以下の内容について各学校に通知し、共通の取組としていく】  

 

・基礎学力の定着を目指し、学習会を実施したりタブレットP Cを活用して  

問題に取り組ませたりする。  

 

 ・スマイル学習 （武雄式反転授業 ）を含めた ICT利活用教育を推進して  

いく。  

 

 ・電子黒板やタブレットPCなどの ICT機器を授業に積極的に活用し、児  

童の学習意欲を高める。また、生徒の学力向上のための ICT機器の

更なる有効活用の在り方を探り、実践につなげる。  

 

 ・学校の宿題、予習 、復習への取り組み率と１日のゲームの時間の関  

係が考えられる。時間の使い方など家庭と連携を取りながら、規則正  

しい生活習慣 ・学習習慣の定着をめざす。  

 

 ・武雄市では、佐賀県教育委員会より活用力向上研究指定事業に  

  ３校が指定を受け、研究 、実践に取り組んでいる。３校の研究を市内  

の中学校に広げるために、公開授業への参加を奨励する。  

 

 


